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●
期
間
中
の

　

一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
デ
ー

 
 

▼
６
月
21
日
㈪

 
 
 

午
後
８
時
�
同
10
時

 
 

▼
７
月
７
日
㈬

 
 
 

午
後
８
時
�
同
10
時

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
、
関
係
団
体
な
ど
の
参
加

協
力
に
よ
り
、
彦
根
市
と
滋
賀
県

が
共
同
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
彦
根
の
環

境
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
27
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
同
11
時（
清
掃
活
動
は
午

前
10
時
〜
同
11
時
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

清
掃
場
所　

　

①
松
原
水
泳
場
〜
彦
根
港

　

②
長
曽
根
町
〜
ベ
イ
シ
ア
付
近

　

③
大
藪
浜

集
合
場
所　

彦
根
ビ
�
ー
ホ
テ
ル

（
松
原
町
）

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
い
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

　

♦
参
加
予
約
は
不
要
で
す
。

　

♦
清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装

　

で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

♦
タ
オ
ル
・
飲
料
水
は
各
自
で

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

♦
集
合
場
所
か
ら
、
送
迎
バ
ス

　

を
配
車
し
ま
す
。

　

♦
雨
天
の
場
合
、
当
日
午
前
７

時
30
分
に
実
施
の
有
無
を

決
定
し
ま
す
。

清
掃
セ
ン

タ
�
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
日
の
問
い
合
わ
せ
先　

清

　

掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３

　

４
番
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７

　

８
７
番

　
　

「
び
わ
こ
の
日
」

　
　
　

   

一
斉
清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▲一斉清掃の様子

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
�
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
６
月
20
日
㈰
か
ら
７
月

７
日
㈬
ま
で
の
間
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
に
、
家
庭
や
施
設
の

明
か
り
を
消
し
て
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
削
減
を
目
指
す
全

国
規
模
の
運
動
で
す
。

　

市
内
で
は
、
７
月
７
日
㈬
の

「
彦
根
市
低
炭
素
社
会
構
築
都
市

宣
言
」
の
宣
言
日
や
キ
�
ン
ペ
ー

ン
期
間
に
合
わ
せ
、
ろ
う
そ
く
の

光
で
夜
を
過
ご
す
「
キ
�
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
明
か
り

を
消
し
て
「
で
き
る
こ
と
」
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

　

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

集合場所の地図
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今
回
、
対
象
地
域
に
避
難

勧
告
な
ど
の
発
令
を
行
う

判
断
基
準
に
必
要
な
水
位

な
ど
を
定
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
避
難
準
備
情
報
」
は
、下

の
表
の
判
断
状
況
①
・
②
と

も
に
要
件
を
満
た
し
た
場

合
に
発
令
し
ま
す
。

　
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難

指
示
」
は
、
下
の
表
の
よ
う

に
当
該
地
域
（
ま
た
は
土
地

や
建
物
な
ど
）
に
、
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ

た
場
合
や
、
一
部
の
地
域
が

災
害
に
遭
っ
た
場
合
に
、
水

位
・
雨
量
の
数
値
に
限
ら
ず

発
令
し
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
、
自
治
会
な
ど
を
通

じ
て「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

や
、「
Ｆ
Ｍ
ひ
こ
ね
」、「
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用

し
て
伝
達
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
な
ど
で
も
、
連
絡
網
の

整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課

危
機
管
理
室
☎
30-

６
１

５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪

や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非

行のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。

　彦根市においても、これまでの活動の実績をふまえて、

市民すべての願いである犯罪や非行のない明るい社会

の実現に向けて取り組みます。皆さんの理解と参加をお

願いします。

日時　７月４日㈰　13：00 〜 16：30 ごろ

場所　ビバシティ彦根　ビバシティホール（竹ケ鼻町）

内容

◆オープンセレモニー　

　県警音楽隊による演奏（１階センタープラザ）

◆ビデオ放映

♦標語の掲示（ホール入口）

◆標語の特選者、作文の特選・入選者の表彰

◆特選・入選作文の発表

講師プロフィール
　

　民間企業を経て、高槻市議や大阪府議を務め

る。この後、フリーライターとなる。

　関西共同行動世話人などのほか、高槻市民 ･ 自

主講座事務局長として環境問題にも取り組む。

　また、「意見広告運動」「日独平和フォーラム」

の事務局を担当。四季の会理事として、保育活動

にも携わる。草の根の市民活動家として、長らく

環境問題に取り組んできた。

　「中央会経営教育センター」の顧問として、各

地の企業で現場の再生に関する指導、また講演活

動を行っている。　問い合わせ先 社会福祉課☎ 23-9590、　　　　　

FAX26-1768

第60回「社会を明るくする運動・青少年健全育成」彦根市大会

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

７月は「社会を明るくする運動・青少年健全育成」の強調月間です

♦講演　 「いまは子どもが危ない時代　いまこそ親とま

わりの大人がほんとうの保護者にならなければなら

ない」

　講師　山本健治さん（フリーライター）

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る

低
所
得
者
に
対
し
て
、
負
担
額
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
制

度
に
は
、
下
記
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
す
る
と
、
審
査
の
う
え
、
該

当
者
に
は
認
定
証
（
確
認
証
）
を
交
付

し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

　

す
で
に
こ
れ
ら
の
軽
減
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人
も
、
お
持
ち
の
認
定

証
（
確
認
証
）
の
有
効
期
間
が
６
月
30

日
㈬
で
終
了
し
ま
す
。
７
月
以
降
も

継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

　

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
の

軽
減
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
と
伝
達
方
法

お
知
ら
せ
し
ま
す

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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「
食
品
表
示
１
１
０
番
」
な
ど

の
お
知
ら
せ

　

滋
賀
農
政
事
務
所
で
は
、
食
品

表
示
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
場
合

な
ど
に
、
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付

け
る
「
食
品
表
示
１
１
０
番
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食

品
表
示
制
度
の
説
明
会
へ
の
講
師

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹁
食
品
表
示
１
１
０
番
﹂
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
先 

滋
賀
農
政
事
務

所　

表
示
・
規
格
課
☎
０
７
７-

５
２
２-

４
２
６
１
番
（
代
表
）

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
ご
本
人
へ

　

総
務
省
で
は
、
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
、
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
本
人
に
「
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
」
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
書
状
は
、
先
の
大
戦
に
お

い
て
、
外
地
等
（
事
変
地
の
区
域
、

ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
で
、
慰

労
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
ら
な

休
日
の
粗
大
ご
み

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
に
つ
い
て

　

６
月
26
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
０
時
（
正
午
）
ま
で
、

清
掃

セ
ン
タ
ー
で
、
家
庭
か
ら
出
る
粗

大
ご
み
の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
14
日
㈪
か
ら
ご
み
搬
入
口

を
変
更
し
ま
し
た
。

　
　

従
来
の
ご
み
搬
入
口
か
ら
は

搬
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　

詳
し
く
は
、
広
報
ひ
こ
ね
６

月
１
日
号
の
11
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
導

入
に
よ
り
、
労
働
災
害
を
防

止
し
ま
し
ょ
う

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

職
場
の
潜
在
的
な
危
険
性
ま
た
は

有
害
性
を
見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を

除
去
・
低
減
す
る
た
め
の
手
法
で

す
。

　

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
指
針
で
は
、

「
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査

及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る

６月は

○不正改造車排除強化月間です
  　「STOP! 不正改造」
○ディーゼルクリーンキャンペーン実施中です
 　 「不正軽油を追放しよう」

問い合わせ先　滋賀運輸支局　検査整備保安部門

　☎ 077-585-7252、FAX077-584-2079

　持ち前の明るさと笑顔

で、私の生まれ育った大

好きな彦根をPRしてい

きたいです。

　大好きな彦根の良さを

日本中、世界中の多くの

人に伝えられるよう PR

していきたいです。

　お二人には、これから１年間、彦根を代表して、

他市との交流事業や各種行催事、また観光キャンペ

ーンなどで、使節として活躍していただきます。

薗
その

田
だ

美
み

沙
さ

さん

（古沢町）
本
もと

池
いけ

由
ゆ

実
み

さん

（正法寺町）

い
人
、
ま
た
は
普
通
恩
給
を
受
け

て
い
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
ご

労
苦
に
報
い
る
た
め
贈
呈
さ
れ
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
遺
族
や
す
で
に
書
状

を
受
け
取
っ
た
人
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
請
求
期
限
は
、
平
成
23
年
３
月

31
日
㈭
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官

房
総
務
課
管
理
室　

業
務
担
当

（
〒
１
０
０-

８
９
２
６　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２
）
☎

03-

５
２
５
３-

５
１
８
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

５
２
５
３-

５
１

９
０
番

措
置
」
の
実
施
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
実
施
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
18

年
４
月
１
日
以
降
、
そ
の
実
施
が

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
努
力
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、

「
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査

等
に
関
す
る
指
針
」
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基
準

監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番

決
定
！　

２
０
１
０　

ひ
こ
ね
お
城
大
使

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て

　

対
象
は
、
市
内
に
建
設
さ
れ
て

い
る
民
間
建
築
物
の
う
ち
、
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
施
工
さ
れ
た
恐

れ
の
あ
る
建
築
物
を
所
有
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。

　

１
棟
あ
た
り
８
万
円
を
限
度
に
、

調
査
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
建
築
物
の
要
件
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
日
本

の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
親
し

む「
キ
�
ズ
☆
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

バ
ラ
エ
テ
�
に
富
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
準
備
し
ま
し
た
の

で
、
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
金
亀
町
）

講
師　

　

▼
狂
言
体
験　

和い

泉ず
み

流
狂

　

言
師　

小
笠
原
匡た

だ
し

さ
ん
、

　

近
隣
に
在
住
の
狂
言
師

　

▼
そ
の
他　

彦
根
城
博
物

　

館
職
員

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生
（
原

則
、
彦
根
市
・
米
原
市
・
豊
郷

町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
・
愛
荘

町
の
児
童
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

筆
記
用
具
と
白
足た

袋び

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

６
月
15
日
㈫
〜

７
月
10
日
㈯

申
込
方
法　

各
小
学
校
に
配

付
す
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
彦
根
城

博
物
館
の
受
付
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
電
話
や
フ
�

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

城
博
物
館
☎
22-

６
１
０

０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-
６
５
２

０
番

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２

時
30
分
〜
同
４
時
30
分
で

す
。

※
開
・
閉
校
式
と
狂
言
の
小
舞

発
表
会
は
、
保
護
者
も
観

覧
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
保
護
者
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ズ
☆
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」 

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

平
成
23
年
７
月
24
日
㈰
ま
で

に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完

全
移
行
し
ま
す
。

　

受
信
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
総
務
省 

滋
賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
滋
賀
）

が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受

信
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
受
信
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」　

「
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
見
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
」　
「
ア

ン
テ
ナ
の
交
換
は
必
要
な
の

か
」　
「
共
同
受

信
施
設
の
地
デ

ジ
化
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
」

な
ど
、
自
宅
や
住

ん
で
い
る
地
域

で
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
す
る
た
め
の
具
体

的
な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

総
務
省
が
開
催
す
る
無
料

の
相
談
会
で
す
。

　

機
器
の
販
売
や
契
約
の
勧

誘
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省 

滋

賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
滋
賀
）

☎
０
７
７-

５
２
６-

８
８

２
０
番
、
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）、
午
前
10
時
〜
午

後
６
時

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）

　

「
何
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

会
場　

市
役
所
１
階

　

ロ
ビ
ー
（
元
町
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時

※
事
前
の
申
込
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

受
講
生
募
集 
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〈内容〉彦根市議会では、議場コンサートの開催を通して、
本会議などへの傍聴にお越しいただくきっかけとなり、
また市内で音楽活動を行っている個人や団体の活動発
表の場を提供できればとの思いから、幅広い人々の出演
を募集します。　〈出演日時〉年４回開催される彦根市議
会定例会（３月、６月、９月、12 月）の開会日（第１月曜日）

の午後１時から開催します。演奏時間は、約30分間です。
〈出演場所〉彦根市議会議場（市役所５階）　 〈対象〉原則と
して、市内に在住・在勤で音楽愛好の個人や団体　※プ
ロ・アマチュアの制限はありません。出演料はありませ
ん。　〈申込期間〉　６月15日㈫〜７月15日㈭　※応募者
多数の場合は、主催者にて選考します。　〈申込方法〉
議会事務局にある出演応募申込書に必要事項を書いて、
メンバー全員が映っている写真１枚と、自らが出演し
収録した音源（MD、CD、カセットテープ）を提出してく
ださい。募集要項、出演応募申込書は、彦根市議会ホー
ムページからもダウンロードできます。　〈申込・問い
合わせ先〉彦根市議会 議会開放推進プロジェクトチー
ム（ 議会事務局内）☎ 30-6130、FAX22-0906

〈募集部門・規定〉　短歌（１人３首、必ず専用の応募用紙で）、
俳句（１人５句、同）、川柳（１人５句、同）、冠句（題「理

想郷」「親心」「教えられ」１人５句、同）、詩（１人１篇、縦

書きの 400 字詰め原稿用紙２枚以内）、随筆・評論（１人１篇、

同３〜５枚、ワープロ可）、小説（１人１篇、同５〜７枚、ワー

プロ可）※応募用紙はそのまま印刷原稿とするので、楷
書で明確に書いてください。　※部門ごとに用紙を改め、
部門名・住所・氏名または雅

が

号
ごう

（ふりがな）・電話番号を
各用紙に書いてください。また、封筒にも朱書で部門名
を明記してください。　※いずれも未発表のものに限り
ます。　※応募原稿は返却しません。　※募集要項と応
募用紙は、市立図書館、各地区公民館、市民会館、ひこ
ね市文化プラザなどにあります。よく読んで応募してく
ださい。　〈応募資格〉市内か近隣市町に在住の人、また
は市内の文芸団体に所属する人　〈費用〉　１部門 1,000 円     
〈締切日〉７月24日㈯（郵送の場合は当日消印有効） 　〈投

稿先〉市立図書館内「彦根文芸協会」（〒 522-0001　尾末

町８- １）　〈問い合わせ先〉彦根文芸協会（担当：島野）☎

22-0479、FAX24-2341

〈内容〉自
じ

彊
きょう

術（健康体操）の講座を行います。だれで
もマイペースでできる健康体操です。　〈日程〉７月 24
日㈯〜平成23年３月12日㈯　全 16 回　９：30 〜 11：
00、14：00 〜 15：30　〈場所〉彦根工業高校　セミナー
ハウス　〈定員〉　25 人（先着順）　〈参加費〉8,000 円（保険

料を含みます）　〈申込期限〉６月30日㈬　〈申込方法・問
い合わせ先〉はがきかファクスで、住所・氏名・電話番
号を書いて、彦根工業高校（〒 522-0222 南川瀬町 1310

担当：川 ）☎ 28-2201、FAX28-2936

  

〈内容〉米国カルビン大学の大学生と、英語による自由な
会話を楽しみながら交流します。　〈日程〉６回コース：
７月13日㈫〜同29日㈭と７月14日㈬〜同30日㈮、４回
コース：７月10日㈯〜同31日㈯（詳しくは下の表のとおり）

〈場所〉　市民会館２階　国際交流ミーティングルーム　

〈対象〉市内および周辺市町に住んでいる人　〈募集人員〉

各コースとも８人（先着順）　〈参加費〉６回コース：6,000
円、４回コース：4,000 円　〈申込開始〉　６月17日㈭　〈申
込・問い合わせ先〉彦根市国際協会事務局（国際交流サ
ロン内）☎ 22-1411（内線 590）※日・月曜日は休館

〈内容〉交通事故を防止する活動に積極的に参加し、交
通安全に対する意識を高めることで、交通事故をなくし
ましょう。　〈運動期間〉７月１日㈭〜 10月31日㈰　〈参
加対象〉県内に居住していて、交通ル−ルを守り、無事
故を目指すことができる５人１組のチーム（５人のうち、

３人以上は 65 歳以上で構成するチーム）　〈参加方法〉①運
動期間中　自動車、バイク、自転車などに乗る人は、自
動車、バイク、自転車の見えやすい場所に「参加ステッ
カー」を貼ってください。　②期間終了後  11月５日㈮
までに「無事故 達成報告書」を、 交通対策課に提出し
てください。　〈その他〉参加者全員に、参加ステッカー
と参加賞をお渡しします。無事故を達成したチームには、
抽選で特別賞を贈呈します。　〈申込期間〉６月14日㈪〜
同30日㈬　〈申込方法〉申込用紙に必要事項を書いて、
交通対策課へ提出してください。申込用紙は、 交通対
策課、支所・各出張所にあります。　〈申込・問い合わ
せ先〉 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-8517

〈内容〉彦根市国際交流員といっしょに、簡単にできる夏
のブラジル料理を作りながら交流を深めます。　〈日時〉
７月８日㈭　19：00 〜 20：30　〈場所〉市民会館２階　
料理教室　〈定員〉　10 人（先着順）　〈参加費〉500 円　〈申
込開始〉６月17日㈭　〈申込方法・問い合わせ先〉電話で、

市民交流課☎ 30-6113

 

　ひこねエコマーケット「夢畑」
 

 

〈日時〉７月11日㈰ 10：00 〜 14：00（雨天のときは、中止

する場合があります）　〈場所〉大手前公園（金亀町）　〈出店
料〉１ブース 500円　〈申込期限〉７月２日㈮　〈申込方法・
問い合わせ先〉直接、リサイクルステーションで申し込む
か、往復はがきの往信の裏面に住所、氏名、電話番号、
出店品目、人数、出店希望日を、返信の表面に住所、氏
名を書いてリサイクルステーション（〒 522-0088 銀座

町４-19、受付時間 10：00 〜 16：00、木・日曜日は休み）☎

26-4810（FAX 共用）

〈内容〉市民活動を応援する、ひこね市民活動センターの

運営ボランティアを募集します。情報誌（年４回発行）の作
成・配布サポーター、ひこね市民活動センターの開館・来
館者対応など　〈対象〉市民活動に興味のある人、何か
やってみたい人など　〈その他〉　ボランティアのため、報
酬などはありません。　〈申込期間〉随時　〈申込・問い合
わせ先〉ひこね市民活動センター事務局（担当：山名）☎
24-4461（FAX 共用）、E メール：hikone.cac@gmail.com

〈内容〉和太鼓の基礎打ちや、１曲習得を行います。　
〈日程〉７月11日㈰、同 25 日㈰　いずれも９：00 〜 12：
00　〈場所〉　市民会館　舞台練習場　〈定員〉　20 人（先着

順）　〈対象〉　小学１年生以上　〈参加費〉無料　※参加賞
があります。　〈申込期限〉６月30日㈬　〈申込方法・
問い合わせ先〉電話で、彦根古城太鼓（担当：松本）☎

090-9053-2734

 
　ひこね市民活動センター　ボランティアスタッフ

 

　「ひこね文芸」第 29 号作品
 

　彦根古城太鼓　和太鼓体験講座

 

　英語で交流・ミシガン倶
く

楽
ら

部
ぶ  

　議場コンサート出演者

 

　シルバー無事故運動

 

　彦根工業高校開放講座

 

　ブラジル料理教室

  

〈内容〉幼稚園や小・中学校で「読み聞かせ」のボラン
ティアをしていたり、どんな絵本を読んだらいいのか悩
んだりしている皆さん、本の選び方・読み方について
いっしょに考えてみませんか。　〈日時〉　６月25日㈮「絵
本の選び方と読み方」、7月２日㈮「園・学校での読み聞
かせの実技と Q ＆ A」いずれも９：30 〜 11：00　〈場
所〉市立図書館　第１集会室　〈対象〉読み聞かせに関心
のある人   ※２回ともできるだけ受講してください。　
〈講師〉ひこね児童図書研究グループ　〈定員〉　30 人（先

着順）   〈参加費〉無料　〈申込方法〉電話か、市立図書館に
ある専用の申込書に必要事項を書いて申し込んでくださ
い。　〈申込・問い合わせ先〉市立図書館☎ 22-0649、
FAX26-0300

〈内容〉口くう衛生の大切さと丈夫な歯にする方法や、子
どもたちの虫歯の予防などを歯科衛生士が話します。　
〈日時〉７月16日㈮ 10：00 〜 11：30　〈場所〉子どもセン
ター　多目的室（日夏町）　〈対象〉０〜３歳の子どもと保
護者（先着 25 組）　〈参加費〉　無料〈持ち物〉筆記用具、子
ども用歯ブラシ、コップ　〈申込期間〉６月17日㈭〜７月
１日㈭の８：30 〜 17：15　〈申込方法〉電話、または窓
口で直接申し込んでください。　〈問い合わせ先〉 子ど
も未来室☎ 28-1580（FAX 共用）

〈内容〉文化財の種類、正しい取り扱いや、正しい保管の
仕方（虫干しの仕方、防虫と殺虫、梱包の仕方）について説
明します。　〈日時〉７月４日㈰ 13：30 〜 16：00　〈場所〉
市民会館　C 会議室　〈定員〉　20 人（先着順）　〈申込期間〉
６月15日㈫〜同30日㈬　〈申込方法〉電話、またはファ
クス・ 教育委員会ホームページから申し込んでくださ
い。ファクス・ 教育委員会ホームページからの申し込
みは、住所、氏名、電話番号を書いてください。　〈申
込・問い合わせ先〉 教育委員会文化財課☎ 26-5833、

FAX26-5899

 　「絵本読み聞かせ」講座

 

　子育て講座　虫歯の予防と健康

 

　文化財取扱講習会

開
国
記
念
館
企
画
展

「
わ
た
し
の
町
の
戦
国
」

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、「
わ
た

し
の
町
の
戦
国
」
と
い
う
メ
イ
ン

テ
ー
マ
の
も
と
、「
近
江
の
戦
国
」

と「
彦
根
の
戦
国
」の
２
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

武
将
の
画
像
や
城
跡
図
な
ど
の

パ
ネ
ル
を
用
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

※
展
示
替
え
を
行
う
期
間
は
、
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

会
場　

開
国
記
念
館
（
金
亀
町
）

展
示
期
間　

６
月
12
日
㈯
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

※
終
了
日
は
予
定
で
す
。

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

入
館
料　

無
料

休
館
日　

12
月
25
日
㈯
〜
同
31

日
㈮
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横よ
こ

山や
ま

玲れ

央お

ち
ゃ
ん

（
古
沢
町
）

寺て
ら

村む
ら　

陸り
く

ち

ゃ

ん

（
地
蔵
町
）

柴し
ば

田た

七な

海な
み

ち
ゃ
ん

（
正
法
寺
町
）

※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈭

２日㈮

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

図書館休館日 ５日㈪、12日㈪

２日㈮

６日㈫

１日㈭

７日㈬

８日㈭

９日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈫

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

７月前半

１4日㈬
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

７月前半

ひこね元気計画21
推進中！
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高
宮
の
地
を
領
し
た
高
宮
氏
に
は

２
系
統
が
あ
り
ま
し
た
。
１
系
統
は

鎌
倉
時
代
末
に
当
地
へ
地
頭
と
し
て

入
っ
た
、
紀
州
櫟

い
ち
い

氏
を
祖
と
す
る
高

宮
氏
で
す
。
も
う
１
つ
の
系
統
は
、江

南
の
六ろ

っ

角か
く

氏う
じ

頼よ
り

の
三
男
信の

ぶ

高た
か

を
祖
と

す
る
高
宮
氏
で
す
。

　

前
者
を
北ほ

く

殿で
ん

の
高
宮
氏
、
後
者
を

南な
ん

殿で
ん

の
高
宮
氏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

南
殿
の
信
高
が
当
地
に
入
る
と
、
北

殿
の
高
宮
氏
は
勢
力
を
奪
わ
れ
て
、

し
だ
い
に
弱
体
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
高
宮
氏
が
代
々
居
城
と
し
た

の
が
高
宮
城
で
し
た
。
高
宮
城
は
典

型
的
な
平
地
城

じ
ょ
う

館か
ん

で
、
現
在
の
高
宮

小
学
校
や
高
宮
幼
稚
園
一
帯
が
城
館

跡
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
近
江
は
江

北
の
京

き
ょ
う

極ご
く

氏
、
の
ち
に
は
そ
の
被ひ

官か
ん

（
家
臣
）
で
あ
っ
た
浅
井
氏
勢
力
と
、江

南
の
六
角
氏
勢
力
と
の
争
い
が
激
化

し
ま
す
。

　

両
勢
力
の
境
目
に
位
置
す
る
坂
田

郡
・
犬
上
郡
・
愛
知
郡
一
帯
の
土ど

豪ご
う

（
土
着
の
豪
族
）
た
ち
は
、一
族
の
存
亡

を
か
け
て
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
宮
氏
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
宮
氏
は
、
そ
の
当
初
は
六
角
氏

と
行
動
を
と
も
に
し
た
よ
う
で
す
が
、

や
が
て
京
極
氏
、
そ
し
て
浅
井
氏
に

加
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

永え
い

禄ろ
く

10
年
（
１
５
６
７
）、
織
田
信

長
の
近
江
侵
攻
は
、
こ
れ
ま
で
の
近

江
の
情
勢
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
信
長
は
、
近
江
侵
攻
に

先
立
っ
て
浅
井
長
政
と
同
盟
関
係
を

結
ん
で
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
長

政
配
下
の
高
宮
氏
も
同
様
の
関
係
に

あ
り
、
永
禄
11
年
、
信
長
は
上

じ
ょ
う

洛ら
く

（
京

都
に
上
る
こ
と
）
に
際
し
て
高
宮
城
に

陣
取
り
、
こ
こ
で
長
政
と
会
見
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
元げ

ん

亀き

元
年
（
１
５
７
０
）、

長
政
と
信
長
の
同
盟
関
係
は
突
如
と

し
て
長
政
に
よ
り
破
棄
さ
れ
、
両
者

は
姉
川
で
激
突
し
ま
し
た
。
姉
川
合

戦
後
、
浅
井
勢
は
北
の
小
谷
城
と
南

の
佐
和
山
城
に
分
か
れ
て
敗
走
し
ま

し
た
。

　

佐
和
山
城
で
は
、
お
よ
そ
８
か
月

に
わ
た
る
籠ろ

う

城
じ
ょ
う

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
籠
城
衆
の
中
に
高
宮
氏
の
名

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
は
高
宮
氏
は
早
く
か
ら
石
山
本

願
寺
に
帰き

依え

し
交
流
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。
元
亀
元
年
、石
山
本
願
寺
が
諸

国
の
宗
徒
に
檄げ

き

し
て
挙
兵
し
信
長
と

争
っ
た
際
、
高
宮
氏
は
近
江
を
離
れ

て
石
山
本
願
寺
に
い
た
の
で
す
。　

　

佐
和
山
籠
城
戦
の
終
結
後
、
信
長

は
近
江
の
制
圧
に
力
を
注
ぎ
、
湖
東

一
帯
の
反
目
勢
力
の
一い

っ

掃そ
う

を
図
り
ま

す
。
こ
の
時
、
佐
和
山
城
に
呼
び
出

さ
れ
た
高
宮
右う

京
き
ょ
う

亮の
す
け

は
、
石
山
本
願

寺
へ
の
加
担
を
理
由

に
謀ぼ

う

殺さ
つ

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

天て
ん

正
し
ょ
う

元
年
（
１
５

７
３
）、
信
長
は
小
谷

城
を
攻
め
て
宿
願
で

あ
っ
た
浅
井
一
族
を

根
絶
し
ま
す
。
こ
の

戦
い
で
は
高
宮
氏
も

大
き
な
犠
牲
を
払
い
、

浅
井
氏
と
命め

い

運う
ん

を
と

も
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
高
宮
宗む

ね

光み
つ

が
小
谷
城
で
戦
死
。

そ
の
子
宗む

ね

久ひ
さ

は
小
谷

城
を
脱
出
し
て
高
宮

城
に
帰
り
、
城
に
火

を
放
っ
て
一
族
離
散

し
た
の
で
し
た
。
高

宮
城
と
隣
接
す
る
高こ

う

宮ぐ
う

寺じ

は
炎
上
し
、
灰か

い

燼じ
ん

に
帰
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史

を
た
ど
っ
た
高
宮
城

で
す
が
、
高
宮
城
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
４
次
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
全
容
の
解
明
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
土ど

塁る
い

や
堀
、
城
館

を
構
成
す
る
建
物
跡
な
ど
が
少
し
ず

つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

◀高宮城跡の発掘調査（５月）


